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令和7年度 総括
1年の重点トピックと主要KPI

一番の改革は「新評価制度の導入」、もう一つの大改革は「 AI／Google Workspace導入」

新給与制度は12月給与から評価反映を開始し、大きな問題なく順調に推移。AI/業務アプリの自社開発も計画通り進捗。

12.1% 

離職率 (目標13%未満  達成 )

前年16% → 大幅改善

10名  

特定技能採用

ミャンマー6名・インドネシア4名

金賞  

広島広告企画制作賞 （広島広告協会）

インターネット広告部門（リクルートサイト）

12月  〜

新評価→給与反映開始

上期評価から実施

令和7年度の二大改革

改革①  新評価制度・給与制度

・給与の平均値を業界平均以上に

・定期昇給は小幅／半期評価で能力給が増減

・記録に基づく評価／相対評価重視

・介護技術テスト・到達目標達成度を中心に

改革②  AI／Google Workspace本格始動

・社内電子掲示板／かんたん日報

・評価アプリ(職員・リーダー・施設長用)
・小口現金／稟議書／稼働率管理

・人員配置／利用者所在案内／TODO管理
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令和7年度の動き
事業本部・管理本部・その他の主要トピック

事業本部・各事業所

7年4月 新卒入社 5名

7年8-9月 老健 コロナクラスター

7年11-12月 ピッコロ インフルエンザA型クラスター

7年12月 老健・デイケア 運営指導

7年12月 特養 短期入所生活介護 運営指導

7年12月 チェリーケアコンテスト2025 実施

8年1月 ケアハウス単価改正（生活費）

8年2月
短期入所(ユニット型)10床 全てロングSS

管理本部

7年4月 新評価制度 開始

7年6月 新評価制度 改定説明会(全職員向け)
賞与に能力給を支給開始
広島広告制作賞 インターネット広告部門金
賞（HPリクルートサイト）

7年9月 特定技能10名採用（ミャンマー6名・インドネ
シア4名）

7年12月 Google Workspace 本格始動
給与に能力給支給開始(調整期間6カ月)

7年10月 派遣型研修 CareTEX大阪視察(5名)

7年11月 KAIZEN委員会(生産性向上)招集開始

8年2月 BCP訓練
派遣型研修 CareTEX東京視察(6名)

その他・外部環境

7年12月 新処遇改善 決定

8年3月 物価高騰対策支援金

─ ─

総括 新評価制度導入が一番の改革

総括 AI/Workspace導入で業務効率化

総括 特定技能10名で人財確保

総括 新卒・中途の日本人採用の競争激化

総括 保育事業はIT業務改善が急務
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各事業所の業績実績
計画 vs 実績の比較と達成状況

地域密着特養・GH・ケアハウス・養護は計画達成。特養は介護度カバーで収入予算達成。デイケア・予防デイは未達。

事業所 稼働率 /利用数  計画 稼働率 /利用数  実績 要介護度 達成

特養 98.2% 97.7% 計画3.95 → 実績4.08 △ 0.5%未達／介護度UP

地域密着特養 98.41% 98.41% 3.79 (維持) ✓ 計画通り

老健 99.97% 99.7% 計画2.90 → 実績2.85 ✓ ほぼ達成

デイケア 85.02% 81.9% 計画2.56 → 実績2.27 ✗ 利用控え発生

デイサービス 88.90%(移行) 移行成功 2.15 (維持) ✓ 減収回避

予防デイ 93名 85.5名 ─ ✗ 目標未達

居宅介護支援 232/36名 196/34名 ─ △ 達成率84%/94%

有料／短期 95.83%/98.0% ─ 3.04/3.55 △ 介護度未達

グループホーム 97.79% 維持 3.36 ✓ 看取後すぐ補充

ヘルパー 支15/介50名 支20/介43名 ─ △ 養護退所で介護 ↓

ケアハウス 30名(100%) 30名定着 ─ ✓ 包括連携奏功

養護老人ホーム 50名 4月のみ未達 ─ ✓ 5月以降達成

ピッコロ保育園 委託費前年並 全体で収入増 重大事故0達成 ✓ 公定価格改定

達成 一部未達/部分達成 未達
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各事業所の今年度総括
13事業所の主な実績・課題

特養

稼働率97.7%(0.5%未達)も介護度4.08で収
入予算達成。8月にコロナ陽性入居10名(本
館9・新館1)・職員2名で1名入院。PPE再テス
トあるも全員合格

地域密着特養

稼働率98.41%・要介護3.79を維持し計画通
り。BCP訓練の成果で感染症の全体拡大を
防ぎ早期収束。転倒事故あるも大事に至らず

老健

稼働率99.7%・要介護2.85。数字面で課題残
すもサービスの質・施設機能的価値を担保し
一定の成果

デイケア

稼働率81.9%・要介護2.27。入院やショート
移行で利用控え発生。9月インフルエンザ発
生もマニュアル対応で重症化最小限

デイサービス

総合事業含め利用人数増で過度な減収回
避。職員体調管理によりクラスター発生なし。
送迎時情報共有を迅速化

予防デイ

実利用85.5人(目標93人未達)。2カ月毎の行
事・レクで充実図る。車両事故1件・利用者イ
ンシデント3件、迅速報告で再発防止

居宅介護支援

要介護196名(84%)・要支援34名(94%)。ケ
アマネ自身の感染なし。業務中の運転事故・
介護事故ゼロ

有料／短期入所

介護度目標未達。感染症勉強会で補助員に
も周知し感染拡大防止。事故防止委員会の
定例報告で対策周知

グループホーム

看取りでご逝去あるも他部署協力で速やかに
待機者入居、稼働率維持。感染症拡大なし。
事故防止研修・振り返り都度実施

ヘルパー

要支援15→20名・要介護50→43名。8月にコ
ロナ発症2名、マスク2重で支援継続。転倒2
件、車両事故ゼロ。環境整備で予防

ケアハウス

10月から2人部屋入居、年明け30名定着。包
括連携で待機確保。個室で感染拡大なし。ケ
アマネ・ヘルパー連携で対応

養護老人ホーム

4月のみ未達、以降は待機者あり達成。完全
隔離困難で声掛け必須。ヘルパー・ケアマネ
連携で対応

ピッコロ保育園

公定価格改定で収入増。医療的ケア児受入
完了・関係機関連携で重大事故ゼロ達成。家
庭事情の退職2名も環境起因離職ゼロ

達成 部分達成 未達
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本年度  強化項目の実績
6項目の達成状況と総括

✓  離職率12.1% (前年16% / 目標13%未満) を達成

採用担当・育成担当の一致協力体制／総務グループ長軸の新たな対応  が始動

01 評価制度・給与制度 達成

・上期評価から実施

・12月給与から評価結果を能力給に反映開始

・大きな問題なく順調に推移

02 採用 計画通り

・4月新卒5名・9月特定技能10名採用

・中途は専門職を中心に応募者激減

・離職率12.1%で計画比・前年比改善

03 育成 進捗中

・育成担当が介護テストに関わるなど、人財戦略

　グループの一致協力体制で職員育成への関わり方を

　変革中

04 人事管理 進捗中

・カオナビ内ワークフロー

・社労士委託の見直しを順次実施。

・就業規則・賃金規程他関連規程の抜本的な改定

　（8年度から適用）

05 総務部門の再構築 始動

・新規採用の総務グループ長を軸に、防災対策を具現化

・営繕、消耗品等の価格チェックなど新たな対応を開始

06 会計業務の効率化 進捗中

・取引先帳票類と法人会計の連携システム

・各事業所へのクレジットカード交付（キャッシュ

　レスの仕組み作り）

・AI活用による自動化を継続検討・実装中
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総括と今後
成功要因・課題・来年度への示唆

✓  令和7年度の成功要因

・新評価制度の導入が大きな問題なく順調に推移 （職員の理解・協力）

・AI／Google Workspace導入も計画通り進捗 （社内電子掲示板・かんたん日報・評価アプリ・稟議書ほか）

・特定技能10名採用 （ミャンマー6名・インドネシア4名）計画的・定期的採用への転換

・離職率12.1%達成 （前年16%・目標13%未満を達成）

⚠  残る課題

・デイケア(81.9%)・予防デイ(85.5名)の稼働率未達 ─ 利用控え対応・新規獲得策が必要

・日本人の新卒・中途採用の競争激化 ─ 技能実習生から特定技能の計画的採用へ戦略転換

・保育事業のIT業務改善が急務 ─ 家庭事情での離職・産休等での人員不足、ICT記録一本化を推進

・感染症対応(老健8-9月／ピッコロ11-12月)継続 ─ BCPに基づく初動とマニュアル徹底

✓  来年度に向けて

・新評価制度の安定運用  (調整・猶予期間6カ月の運用検証 )

・AI・自社アプリの活用深化  (全業務領域への拡張 )

・生産性向上に向けた対応  (特定技能の定着支援と育成強化・ ICT機器の導入）

・稼働率未達事業所の改善  (デイケア・予防デイ )

・BCP訓練の継続   (第2弾の自家発電機設置）
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